六 号 記 



1 干 田國士 



第一に 云って おくが、 われわれ は、 日本人 を 素質 的 

に 優れた 民族 だと 信じて ゐる。 偉大な 文学 を 生むべき 

特殊な 性能 を 具へ てゐ るので ある。 ところが、 われ わ 

れの 祖先 は、 何 を 誤った か、 凡そ 文学の 泉 を涸渴 させ 

る やうな 文化 を 作り上げて しまったの である。 落葉の 

下 を 細々 と 流れる 過去 数百 年の 文学的 伝統 を 見る がよ 

い、 清冽な 水の 一筋 を、 われわれ は 誇り 気に 汲む こと 

はでき るが、 無数の 旺盛な 喉の 渴 きを 癒 やすに 足りな 

い。 それが、 今日 西洋 文学 氾濫の 原因で ある。 

日本の 近^化 は、 たまたま その 機運 を 促した が、 こ 



ものである。 

われわれ は、 何故に、 既に 日本が 比類のない 好い 国 

である、 と 信じなければ ならない のか。 好い ところ も 

あるで あらう が、 このまま ではい けない ところが 随分 

多い こと を、 自分の 後継者た ちに 教へ てお きたく 思 ふ _ 

祖国 を 愛する とい ふ 精神 は、 どうい ふところから 生れ 

て 来る のか、 それ は 為政者な どが 考 へて ゐる やうに、 

自分の 国が 一 番 優れて ゐ ると いふ 観念から ではない に 

きまって ゐる。 正しく 物を視 るの がいけ ない と 教へ込 

む 法 はないで はない か？ それが 危険 だと 思 ふなら、 
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